


木村未希
（ソプラノ）

根岸奏好
（ソプラノ）

関 定子
（ソプラノ）

心奏（Rala）
（ヴァイオリン）

斉藤忠生
（テノール）

大岩篤郎
（テノール）

仙若親子とゆかいな仲間たち
（太神楽）

山田武彦 （ピアノ／音楽監督）
東京藝術大学作曲科卒業、同大学院作曲専
攻修了。パリ国立高等音楽院ピアノ伴奏科
首席で一等賞（プルミエ・プリ）を得て卒業。
帰国後はピアニストとして数多くの演奏者と
共演。コンサート、録音、放送等の際のパート
ナーとして厚い信頼を得る。洗足学園音楽大
学教授・ピアノコース統括責任者。2017年に
は1カ月に及ぶロングラン公演「浅草オペラ
100年記念 ああ夢の街 浅草！」にて音楽監
督を務め、全曲の編曲・演奏を行う。

出　演プログラム

三橋千鶴
（メゾソプラノ）

栗田真帆
（メゾソプラノ）

豊田泰子
（ヴァイオリン）

加藤亜希子
（クラリネット）

大田智美
（アコーディオン）

©Ryoichi Aratani

島田道生
（テノール）

杉野正隆
（バリトン）

前半 ： あそう子八咫・八咫　活弁の世界
即興演奏 ： 山田武彦（ピアノ）　唄 ： 栗田真帆

後半 ： 歌と活弁で誘う浅草オペラ

小さい時に別れた母を慕って旅を続けるバクチ打ちの番場の忠太郎。
やっと母にめぐり会うが・・・。母に切 と々慕情を訴える忠太郎の名場面は必見！

©戎康友

あそう子八咫 あそう八咫
こ や  た や  た

公式ウェブサイト　http://www.katsuben.com/

1985年生まれ。父・八咫の公演を観て育ち、10歳で浅草木馬亭よりデビュー。
2003年11月　第48回文部科学大臣杯全国青年弁論大会・文部科学大臣賞受賞
2008年 4月　高校の英語の教科書「All Aboard!Ⅱ」（東京書籍）に、
　　　　　　  “A Young Katsubenshi”として登場。
2013年 3月　東京大学大学院修士課程修了
2015年11月　日本弁論連盟理事就任。
活弁研究家。劇中活弁、方言活弁、舞台脚本・演出、司会等、
さまざまな舞台活動を行なっている。

1952年生まれ。獨協大学卒業後、一人芝居「日傘と剃刀」を全国400回公演。
活弁士・池俊行師の活弁「坂本龍馬」との感動の出会いにより活弁士となる。
1995年　文化庁主催「ジャパン映画フェスティバル」（イタリア）活弁公演
1998年　活弁界初の文部大臣賞受賞
2019年　埼玉坂本龍馬会名誉会長就任
「活弁教室」（台東区社会教育センター）主催
著作『映画ライブ　それが人生』（高木書房）麻生八咫・子八咫共著
朗読CD『名人伝/山月記』（中島敦作）語り・麻生八咫

※未就学児のご入場はご遠慮いただいております。　
※事情により曲目、出演者が変更になる場合がございます。予めご了承ください。 

登場の音楽
作曲：F.v.フロトー（歌劇「マルタ」より農民の合唱）

浅草の唄
作詞：サトウハチロー／作曲：万城目正

金色夜叉
作詞・作曲：後藤紫雲・宮島郁芳

恋はやさし野辺の花よ
訳詞：小林愛雄／作曲：F.スッペ

ベアトリ姉ちゃん
訳詞：小林愛雄・清水金太郎／作曲：F.スッペ

君恋し
作詞：時雨音羽／作曲：佐々紅華

埴生の宿
訳詞：里見義／作曲：H.R.ビショップ

ああそは彼の人か
訳詞：青木爽／作曲：G.ウェルディ
編曲：山田武彦

おてくさんの歌
作詞：益田太郎冠者／作曲：佐々紅華

テネシーワルツ
作詞：R.スチュワート／訳詞：和田寿三
作曲：P.W.キング

君よ知るや南の国
訳詞：堀内敬三／作曲：A.トーマ

コロッケの唄
作詞・作曲：益田太郎冠者

パリの屋根の下
訳詞：西條八十／作曲：R.モレッティ

歌劇「椿姫」 ［浅草オペラ編曲版］
作曲：G.ヴェルディ／編曲：山田武彦

 前奏曲～有九郎・小町の登場～
 小町ラップ～花から花へ 等

浅草キッド
作詞・作曲：ビートたけし

「瞼の母」1931年制作　
監督 / 稲垣 浩
原作 / 長谷川伸
主演 / 片岡千恵蔵
　　   山田五十鈴

総合司会 ： あそう子八咫

大津佐知子
（ソプラノ）


